
未来教育へのチャレンジがスタートします！ 
小規模校 3 校合同教育 ～方県小＋網代小＋三輪北小～ 

 

〇未来教育へのチャレンジがスタート！ 

 合併の難しい小規模校が全国でも急増しています。学びの質をどう高めるのか？持続可能な教育をど

う展開していくのかについて、国全体の課題となっており、岐阜市でもその課題を抱えています。 

 そこで、これらの課題を解決するために、岐阜市教育委員会の施策として、本校＋網代小学校＋三輪北

小学校の３校で合同教育を本年度より本格的に展開し、未来教育を実現させていくこととなりました。 

 

〇３つの小規模校が合同で教育を展開することで、主に期待できること 

・ リアルでもオンラインでも一緒に考える仲間（友達）をつくることができる。 

・ 多様な人格・価値観に触れることで、自分を成長させることができる。 

・ 授業で多様な考えや意見に触れながら学ぶことができ、学びの質を高めることができる。 

・ 各校に在籍する教員から専門的な授業が受けることができ、専門性を高めることができる。 

・ オンラインやリアル（対面）で教育活動を展開することで、オンライン空間やリアル空間で学ん

だり生活したりする力が身につけることができる。 

 

 

こんな教育活動や授業を展開することができます。 

 

他校とオンライン児童会で、様々な学校での取り組みを交流して、各学校文化に生かす。 

 
 

岐阜市立方県小学校だより   学校教育目標「自ら学び、心豊かでたくましい方県の子」 

かたがたの子     
 

６月号 
令和 5 年５月２３日 

全校児童数 ７５名 



 

 

網代小学校との合同修学旅行について、オンライン授業で計画を立てることができる。 

 
 

 

 

そして、修学旅行当日は、リアルで計画通り楽しむことができます！ 

 
 

 

 

 



 

遠く離れた学校とも授業ができるようになります。岐阜県だけでなく、全国や海外の学校とも授業を共

有することができます。 

 
 

 

〇この取り組みは、学校規模に関わらず全国でチャレンジが始まっています！そのねらいは？ 

 全国で児童・生徒に一人一台タブレットやパソコンが配布され、教育 DX がスタートしています。DX

とは、デジタル技術を社会に浸透させて、人々の生活をよりよいものへと変革することです。 

 下の図表をご覧ください。                      【図表 教育 DX】 

 



 

 今現在、働き方や学び方は、「オンデマンド」・「リアルタイム」×「対

面」・「オンライン」の【図表 教育 DX】のように成り立っています。

そのため、子供たちには、この４つの学び方で仕事をしたり学んだり

する力を身に付ける必要があります。 

 これまでの学校の授業は、「リアルタイム×対面」（左下）を重点に

実践してきました。 

今後は、子供の発達段階に応じて、他の３つの場面でも対応できる

力を身に付けさせ、４つの学び方を自由に組み合わせながら「幸せの

実現」を目指していけるようにしていきたいと思っています。 

 今回の３校合同教育チャレンジは、主に「オンライン×リアルタイ

ム」の力を身に付けていきます。 

 

 先駆けとして・・・６月に、５年生が網代小学校と合同野外学習を行います。５月２４日からオンライ

ン授業で一緒に計画を立て、当日は現地で一緒に活動します。 

 

＜参考＞GIGA スクール構想（文部科学省） 

https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf 

 

〇日課が変わります（６月１日より） 

この実践をしていくために、他校と日課を揃える必要があります。そこで、他校と相談の結果、本校で

は、本年度６月１日（木）より次の日課に変更しますので、お知らせします。 

 

 

 

https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf

